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   Enoxacin (ENX) is a new derivative of pyridonecarboxylic acid and has a broad spectrum anti-
bacterial activity. In this study, the effects of ENX on nongonococcal urethritis (NGU) were ex-
amined in 20 patients. 
   ENX was administered orally 3 times a day at a daily dose of 600 mg for 2-23 days. Be-
fore treatment, Chlamydia trachomatis was isolated from urethral epithelium in 5 of the 20 patients. 
Of the 18 patients evaluated in this clinical trial, 15 (83%) responded well, and ENX was effective 
in 3 of the 5 Chlamydia positive cases and in 12 of the 13 Chlamydia-negative patients. As ad-
verse reactions, headache was observed in one case and numbness of limbs in another case. No ab-
normality induced by ENX was recognized in laboratory findings. 
   It is concluded that ENX is a useful drug in the treatment of patients with NGU, particularly 
in whom Chlamydia trachomatis is not isolated.










































ーターに採取 し,尿道上皮細胞 は クラ ミジア用培地
(SPG培地)に 接種後直ちに一20℃に保存 した.ク
ラミジアの分離 ・同定は三菱油化メディカルサイエン
ス社で,モ ノクロナール抗体(マ イ クロトラック⑫)
を用いた蛍光抗体法により行なわれた.
　安全性の検討のため,副作用症状のチェックと,血
液一般(赤 血球数,血 色素量,ヘ マトクリット。白血
球数と分類,血 小板数),血液生 化学(S-GOT,　S-
GPT,　A1-P,総ビリルビン,　LDH,　LAP,γ一GTP,
















































中 野 ・ほ か:非 淋 菌 性 尿 道 炎 ・エ ノキサ シ ン(enoxacin:ENX)








ケラミテア　 臨床 細菌学的 副作用　　有用性
の 曽無　　　　　　果
「 あ 0・0 十 十
且　　K.Y. 22 急性　　中等症 1` 7日 なし
なし
14日 なし 1-2 なし
有効　 不明　　なし 漕足
「 あ 10・15 十
2　　T.A, 2T 急性　　中等症 1` 4日 なし
な




中等症 14 あ 2-3 十 十 なし　 無効　　不明　　電し 不溝
14日 あ 2-3 十 十 なし
`　　;.Y. 3` 急性　　申等症 14 ■ あ 10・!5 十 士 あり　 有効　陰性化　 なし　 震ずまず
14日 あ 2-3 十 な し
5　　τ,胃. 慢佐の　 中等疲 7 ' な 5・8 十贋 なし　 有効　 不明　　なし 澗足
7日 なし 0-0 な
急性




7 1日目　　な し / /醐 糊 　なし 潤足
7日目　　㍑ し 0・0 吃し
終了8日目 な し 0・0 /
前 あ り(膿》 多数 十 一　 S.ePid.(±}　　なし




前 あり(膿) 多数 十 十 なし
9　　M.0. 20 急性　　中等症 7 2日目　 な し / /鋤 不明
　　　　非常に
なし　　 漕足
4日　　な し 0・0 なし
10　 T.K. 急性　　中等症 7 「 あ 十 十 なし　 暮効　 不明
7日 な し 一1 なし
なし　　非常に
　　　　醍
1 な し 5-10 十 な し
11　 K.G『 63 急性 軽症 7日 £ し 15-20 土 なし　 有効　 不明　　なし 漕足
3日　　な し !・3 な し
1 あ 5一量0 十 十 あ り
12　 v,Y. 2` 急性　　中等症 21 7日 あ 10-15 ± ± あ
21日 あ 十 ± あり
無効　 不変　　鉱し 不漕




前 あり(漿)　　20-30 十 なし
14　 F.胃. 45 急性　　中等捉 1` 8日目　　喧し 10-20 土 /醐 不明　 なし 満足
日　　なし 10-20 土 なし
15　　T,K. 急性　　中等症 14
前 あり(膿) 20-30 十 十 ± 一 あり
4日目 なし / /
7日目 なし 艮0・且5 /
層
14日 な 旦5-20 ± あ
有効　 不変　　なし 漕足
16　 了,o. 急性　　中等症 2 「 あ 旦0一且5 十 十 士
1日 3-5 十 十 ±
なし　 不明　 不明　 四妓の　 非常に
　　　　　　　　　　 しびれ　　不;
17　 闇.D. 31 ゑ性　　中等症 7 一 。効不明。し
3日　　なし 0・0 なし
演足
b 3e・40 士 十
董8　 K。F, 23 急性　　中等症 匪4 7日 な し 3-5
なし　　　　　　　　　　　 非常に
　　　 著効　 不明　　なし　　 満足
日　　な し 2・1 なし
19　 H,Y. 22 魚性　　中等症 14
前 あ り(膿)　　10・【5 十 十 一 E,faec.(士)　 な し
'
1日 目 // 十 //
.





前 なし 多数 十 士 なし
20　　S.B, 17 急性 軽症 7 7。目 織せず//////T,A不 明 。し 不満
炊し 士 な し
骨　⇔二高虞にあ り,+二 督通程 度あり,土 二時々あり,一=な し　闇;尿 道痛
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　有効串闘
著 効 　有 効 やや有効 無 効 　 計 　 不 明 　 計 　(著効+有効)
陽　性　　　 1 2 0 2 5　　　　0 5　　　　60%
陰　性　　　7 5 0 1 且3　　 2 15　　　92%
計 s 7 0 3 18　　　2 20　　　83%
不明を除 く













　4)副 作用　副作用は2例 に認められた.1例 は中
等度の頭痛を投与1日 目より訴えたが,`1,日目に投与
を中止し症状の消失をみた.他 の1例 は四肢のしびれ



































菌を分離 した のみで,残 る17例,85%は陰性であっ
た。NGUは 細菌陰性例の多いこと,また分離菌では
S.epidermidisやE.　faecalisなどのグラム陽性菌が主
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